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CU-SeeMe
CU-SeeMeは、ビデオカメラとコンピュータとネットワークを使っ

たオンラインのビジュアルコミュニケーションシステムだ。要は、

チャットのビデオ版だと思えばいい。このCU-SeeMeを使って、

ネットワークで座談会をやろうというわけだ。

初回は、インプレスグループ（本誌を発行しているインプレス、

リットーミュージック、エムディエヌなどの出版グループ）の編集

第1回　インターネット
──インプレスグループ

井芹◆　第1回のCu-SeeMe座談会をはじめま
す。
みなさんは、各界の業界の人やクリエータとお
付き合いがあると思うんですが、コンピュータ
やデジタルメディアをどう見てるんでしょうね。
猪股さん、先月開かれたMdNコンファレンス
では、そのあたりはどんな感じでした？
猪股◆　メディアギャップという言葉が印象的
でしたね。
井芹◆　メディアギャップって？
猪股◆　ポール・サッフォー氏が講演でいった
言葉ですが、これまでのメディアと、これから
のエレクトリックなメディアが交差する時期の
ことです。会では、これはいつなんだろうとい
う話で盛り上がってました。
井芹◆　それは乱暴に言うと、紙の出版より、
CD-ROMやネットワークによる出版の方が多
くなる日ということですか。
猪股◆　そういうことです。これは、意外と早
いんじゃないかという意見が出ていました。
井芹◆　浜崎さんは、音楽関係の人との付き

合いが多いと思うけど、音楽とコンピュータで
何か、話題はありますか？
浜崎◆　彼らは、便利に安くできるからコンピ
ュータを使っているということが大きいね。
井芹◆　コストの問題ですね。でもそれがさら
に進むと、今までまったくなかった作品が作れ
るようになるのでは？
浜崎◆　オーケストラを指揮することは、だれ
でもできることではないけど、コンピュータでな
らできるとか。特に、サンプリングミュージック
は、コンピュータなしでは考えられない。確か
に、コンピュータは音楽に適してますね。
猪股◆　サンプリングとコピー＆ペーストで作っ
た作品をCDにしてしまうこともあるんでしょ。
浜崎◆　それはありますね。いますごく流行っ

てきています。コピー＆ペーストだと、いままで
音楽をやってなかった人でも、その気になれば
ミュージシャンになれるかも。
猪股◆　どっちにしても、デジタルのテクノジ
ーが進歩することで、垣根がなくなって来たと
言えますね。
井芹◆　前に、三枝成彰さんと話したことがあ
るんですが、MIDIの打ち込み作曲のおかげで、
楽器をひけない人でも作曲できるようになって
きたのはすごいことだと言ってました。コンピ
ュータのおかげで、才能が出てくるのかなぁ？
浜崎◆　それは普遍的なものですよ。
猪股◆　というか、才能のあるなしが分かる時
代では？DTPにしても、だれでもできるように
なってきたわけだけど、できる人だけが本当の
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座談会最中のCU-SeeMeの画面。ここでは4人分のウ
ィンドウが開いているが、最大8人までできる。
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座談会
長とインプレス・ラボのマネージャで、インターネット時代のメデ

ィアなどについて語ってもらうことにした。

CU-SeeMeはインターネットだけでなくLANでも利用できるの

で、今回は、グループ内のイーサネットLANを利用した。こ

れだと、ビデオ画像と音声も出すことができる。

時代のメディアについて
編集長よもやま話──
クリエーターといったら厳し過ぎるかな？。
井芹◆ ところで、テクノロジーの方はどうでし
ょうか？
田村◆　ぼくが今おもしろいと思っているのは、
デジタルドキュメントですね。出版物は印刷し
てから配ってるけど、デジタルなら、配ってか
ら必要なところだけを印刷できるでしょ。
井芹◆　そのあたりの技術的な問題は解決し
てるの？
田村◆　まだまだ問題はあるでしょう。デジタ
ルドキュメントでは、まず日本語フォントの問
題がありますね。ポータブルなデジタルドキュ
メントとしては、アクロバットがあるけど、そ
れにしても日本語フォントの問題はあるし、動
画は入れられない。

井芹◆　Mosaicにアクロバットがついたらい
いね。
田村◆　うん、それはきっと使えるでしょう。
モザイクコミュニケーションでは、それをやって
るわけでしょ。数年前にDTPでやってたこと
が、ネットワークで再現されるような感じです
ね。
猪股◆　アメリカでDTPが爛熟に入ったのが
1987～8年。それが日本では1994年から。その
数年のギャップは日本語の特殊性にあるよね。
浜崎◆　確かに、DTMはアメリカに劣らず早
く普及した。やっぱり、言語の問題は大きいん
でしょう。
田村◆　DTVはきっと早いんじゃないの。
猪股◆　後は、インターネット的なことで言え

ば通信コストかな。アメリカに比べて日本は高
すぎるよね。少なくても、現状のままでは通信
コストが気になってしょうがない。
井芹◆　確かに、インターネットマガジンのアンケ
ートでも、「通信費が高い」という声は多かった。
猪股◆　結局のところ、卵が先か鶏が先かと
いう問題でしょ。
井芹◆　でも、アメリカに比べて、まだメディ
アの規制が多い日本では、何でも発信できるメ
リットは大きいのでは？
猪股◆　確かに、そう考えればアメリカより高
い料金でも、それなりの恩恵を受けられるとい
えるかもね。他の国の状況なんかも気になるね。
浜崎◆　既存のメディアさえ規制している国に
もありますからね。
井芹◆　じゃ、国別で比較して記事にしたら
受けるかなぁ？（笑い）
と、いったところで、第1回のCu-SeeMe座談
会はお開きとさせていただきます。

出版と技術の明日を考える「Impress Lab.」マネージャ田村明史氏(インプレス) 本誌編集長井芹昌信（司会）

CU-SeeMeのための機材としては、パソコンの他、
ビデオカメラとビデオ取り込み装置が必要。今回は、
イーサネットのLANを使っているので快適だったが、
インターネットだと38.4Kbpsはほしい。

このコーナーに出てくれる方を募集しています。
編集部とお話ししませんか？

応募の方法は「We Love Internet People」
（150p）をご覧ください。
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